
旧制度 第 22 回放射線治療専門医認定試験について 

 

日本放射線腫瘍学会  理事長 西村 恭昌 

日本医学放射線学会  理事長 栗林 幸夫 

 

下記のごとく、旧放射線科専門医制度規程に基づく第 22 回放射線治療専門医認定（旧二次）試験

を行います． 

これは，放射線医学ならびに臨床腫瘍学を理解した上で放射線科認定医資格を取得した者に

対して，放射線腫瘍学に関する深い専門的知識と，放射線治療を研修中の放射線科医および他

診療科医師を指導できる臨床能力を評価する試験で，日本医学放射線学会の二段階試験（認定医

試験・専門医試験）のうちの専門医試験（放射線治療）に相当するものですが，平成 23 年度より「放射

線治療」で合格された方は，日本医学放射線学会および日本放射線腫瘍学会で「放射線治療専門

医」として共同認定されることになりました． 

受験希望者は，下記の受験資格に留意の上，必要書類を添えて期日までに出願して下さい．なお，

「放射線治療専門医」を選択された方は日本医学放射線学会が行う「放射線診断専門医」試験の受験

は認められません．また，すでにどちらかの部門に合格している方も原則として受験はできません． 

 

記 

 

試験の期日 筆記試験  平成 25 年 8 月 23 日（金） 

口答試験  平成 25 年 8 月 24 日（土） 

試験の場所 東京都内 

試験の内容 １）放射線腫瘍学 

  ２）放射線基礎医学ならびに放射線安全管理学 

試験の方法 筆記試験および口答試験（平成 24 年 8 月 24 日施行の第 21 回筆記試験問題は日

本医学放射線学会ホームページに掲載されています．） 

受験手続 出願開始  平成 25 年 4 月 8 日(月) 

締   切  平成 25 年 5 月 13 日(月) 必着 

 

◎ 受験資格 

次の各号のすべてに該当する者でなければ受験できません． 

(1) 日本医学放射線学会ならびに日本放射線腫瘍学会の会員であること 

(2) 日本国の医師免許を有すること 

(3) 医師法(昭和 23 年法律 201 号)第 3 条および第 4 条の規定に該当しないこと 

(4) 日本医学放射線学会放射線科認定医認定試験（旧一次試験）合格者で，その後 2 年間以上，

日本医学放射線学会の放射線科専門医制度の旧規程下で認定した修練機関もしくは協力

機関，または新規程下で認定した総合修練機関もしくは修練機関において，治療を研修し

た者 

◎ 放射線治療専門医試験に関しては，平成 23 年度より放射線治療専門医制度規程に従い，両学

会で構成する放射線治療専門医制度委員会が実施し，試験の運営は日本放射線腫瘍学会が行

なっています．つきましては，受験を希望される方は，「放射線治療専門医試験願書」と左端に表



記し自分の宛先（住所・氏名）を明記した返信用封筒 (A4 サイズ，140 円切手貼付)を同封の上，

下記の日本放射線腫瘍学会事務局内「放射線治療専門医制度委員会」にお申込みいただけれ

ば，必要書類をお送りします． 

◎ 出願に当たってご不明な点がありましたら，書面にて下記事務局内「放射線治療専門医制度委

員会」宛，お問い合わせ下さい． 

 

 

〔連絡先〕 公益社団法人日本放射線腫瘍学会 事務局 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル（株）毎日学術フォーラム内 

TEL:03-6267-4550  FAX:03-6267-4555  E-mail: jastro-office@jastro.jp 

 
 


